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奈良地区と飛鳥・藤原地区地図 Maps ofthe Nara and Asuka/Fujiwara AreSs

奈良地区と

埋蔵文化財センター
Center for Archaeological
Operations

8世紀の平城宮・平城京の跡を発掘調

査する。諸社寺の古文書・古建築等を調

査研究する。地方公共団体等の発掘調

査に指導助言し、専門職員を研修する。
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都娩発掘調査部 (飛鳥・藤原地区)

Department ofimperiaI Palace Sites
lnvestigations(Asuka/Fuliwara)

6。 7世紀の宮殿・役所や寺院の跡

などを発掘調査する。

Excavatcs thc sitcs of Palaccs,

響 emmental oTI∝ s,tcmPlcs,and othcr
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飛鳥資料館
Asuka Histottcal Museum

6。 7世紀 (飛鳥時代)の飛鳥地方に関

する総合博物館

Exhibits archaco10gical discOverics of

thc sixth and scvcnth ccnturics in thc

Asuka arca.
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公開施設  Facitities Open to the Public

公開施設 Facilmes open to the Public

奈良地区 Nara Area

平城宮跡資料館
Nara Patace Site Museum

1959年から継続されてきた発

掘調査によって出土したさまざ

まな遺物や、建物の復原模型

を展示しながら、平城宮につい

てわかりやすく説明していま

す。また、毎年度の発掘調査 の速報展も実施 します。

公 開/休館日を除く毎日9:00～ 16:30(入館は16:00ま で)(無料)

体館日/月 曜日(月 曜が視日の際は、その翌日)、 年末年始

お知らせ/ボランティアによる解説をおこなつています。(無料)

お問合わせ/奈良文化財研究所連携推進課 :0742-30‐ 6フ52・ 6フ56

遺構展示館
Excavation Site Exhibition Ha‖

発掘調査でみつかった遺構をそのまま見ることができる

ほか、第一次大極殿や内裏の復原模型を展示しています。

公開、休館日とも平城宮跡資料館と同様。

東院庭園
East Palace Carden

平城宮東南隅で発掘された奈良時代の庭

園跡。広いところで60mも ある複雑な形
の池を中心にして、橋や周囲の建物を復

原しています。公開、休館日とも平城宮跡

資料館と同様。

第一次大極殿
Impettal Audience Ha‖

古代の宮都における中心施設で、元日朝賀

や天皇の即位など、国家的な儀式の際に

天皇が出御する場所で、2010年に復原建

物が完成しました。公開、休館日とも平城

宮跡資料館と同様。

朱雀門
Suzaku Gate

朱雀大路に向かって開く平城宮の正門。発

掘調査の成果にもとづいて30年あまりの

年月をかけて研究を進め、1998年 に建物

が復原されました。公開、休館日とも平城

宮跡資料館と同様。

奈良文化財研究所では、平娩宮跡の公開活動を支援するため、文化庁所有施設の公開に協力していま魂
関連公開施設に関する間合せ先 :文化庁平城宮跡等管理事務所 0フ 4⊇‐32-5106

藤原地区 Fttlwaraハ rea

藤原宮跡資料室
Exhibition Roonl of Fu∫ iwara lmperial Site

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区)が、飛鳥や藤原地域でお

こなう宮殿、寺院、古墳などの調査研究の成果を見ていただ

くために構内に設けた公開・展示施設です。藤原京がつくら

れる過程、完成した都の様子、住民の暮 らしぶ り、平城京に

移った後の姿などについて遺物や模型・パネルで説明してい

ます。

公開/平国9:00～ 16:30(無 料)

休館国/国民の祝日・体日、年末年始、上、日

お問合わせ/都城発掘調査部(飛鳥・藤原地区):0744‐ 24‐ 1122

飛鳥地区 Asuka Area

Asuka Histoncal Museum

日本に仏教が伝わった6世紀か

ら藤原に都が移った7世紀末ま

での歴史を、発掘資料を中心に

最新 の成果 を展示し、考古資

料・美術資料・写真パネルなど

で解説しています。1階には図書

閲覧室もあります。主要展示品は

宮殿、寺院、石造物、古墳と高松

塚古墳の出土品、キトラ古墳の

石室陶板レプリカ、水時計の水

落遺跡 のほか飛鳥寺、山田寺など飛鳥 を代表する遺跡の出土

品と模型があります。

公開/休館日を除く毎日9:00～ 16:30(入 館は16:00ま で)

観覧料/個人:一般260円、大学生130円、小・中・高校生及び18才未満無料

団体(20名以上):一般170円、高校。大学生60円、小,中・高校生無料

休館日/月曜日(月曜が祝日の際は、その翌日)、 年末年始、展示替え期間中

特別展情報/春と秋には飛鳥に関連したテーマの特別展を実施

(特別展会期中は無休)

お知らせ/解説をおこなつています。(事前申込制、無料、平日のみ)

お間合わせ/飛鳥資料館:0744-54-3561



平城京周辺図 Map of the Nara CapitaI Site

平城京周辺図 Map ofthe Nara CaphaI She
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藤原京周辺四 Map ofthe Fu"wara CapitaI Site
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飛 鳥 時 代 Asuka Period

関 連 人 物 (生 没年 ) Historic memorial(year of birth/death)

推 古 天 皇 (554-628)EmOresS Suik。

聖 徳 太 子 (574‐ 622)Pttnce sh5toku

山 背 大 兄 皇 子 (‐ 643)Pttnce Yamashiro no 5e

蘇 我 入 鹿 (‐ 645)Soga no ruka

天 智 天 皇 (626-671)Emperor Te� i
桓 It tt i  (737‐ 306)Emperor Kanmu

聖 武 天 皇 (701‐ 756)Emperor Shanu

光 明 皇 后 (701‐ 760)に m,「 ess Consort KomyO

手 謙・称 徳 天 皇 (718-770)Emwess K6ken

道 鏡 (‐ 772)Pr est D5kyO

藤 原 仲 麻 呂 (706‐ 764)Fulmara nO Nakamarc

吉 備 真 備 (693‐ 775)附Ы oo MamЫ

鑑 真 (688-763)Pttett」 協nzhenぃ anlh)

行 基 (668‐ 749)Pnest Gyδ 障

物 部 守 屋 (-587)Mononobe no Mottya 蘇 我 馬 子 (-626)soga no Umako

草 壁 皇 子 (662‐ 689)Pttnce Kusakabe

高 市 皇 子 (654-696)Pttnce Takec揃

天 武 天 皇 (631?‐ 686)Emperor Tenmu

持 統 天 皇 (645‐ 702)Empress u to

長 屋 王 (684‐ 729)肘 hce Nagaya

藤 原 不 比 等 (659‐ 720)Fttmara nO Fuhに o

山 上 憶 良 (660-733)聰manoue n0 0kura

平 城 天 皇 (774‐ 324)Emperor Httzei

最 澄 (766‐ 322)射市st S∬ ch0

空 海 (77牛 835う Pr est Kuk謝
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大 伴 家 持 (718-785)otomo no vakamoc前

大 伴 旅 人 (665‐ 731)otomo no Tab止 o

中 臣 鎌 足 (614-669)NakatomrnO‐ Kamatan

僧 曼 (-653)肘 iesi mn
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所在地  Location

所在地 Loca■ on

奈 良 地 区
Nara Area

奈良文化財研究所本館
Headquarters of institute

630-8577奈良市二条町2-9-1

研究支援推進部 総務課     Te1 0742-30‐6733
連携推進課  Te1 0742-30-6752

企画調整部 文化遺産部 埋蔵文化財センター

Te1 0742-30-6852 Fax0742-30-6841
都城発掘調査部 (平城地区)Tel o742-30-6832 Fax0742-30-6830
2-9-1, Nwo― chO,Nara City 630-8577」apan

ホームページhttp://www.nabunken.go.jp

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区)

Department of imperiaI Palace Sites investigations(Asuka/Fuiiwara)

634-0025橿原市木之本町94-1

Te1 0744-24-1122/Fax 0744-21-6390
94-1,Kinomoto― cho,Kashihara City 634-0025」 apan

飛鳥資料館
Asuka Histottcal Museum

634-0102奈良県高市郡明日香村奥山601

Te1 0744‐ 54-3561/Fax Oフ 44-54‐3563
601,Okuyama,Asuka Village,Takaichi Countゝ Nara Prefecture 634-0102」 apan

i―mode月ヨ  http://asuka nabunken ip/i/
j―phOnett  http:〃 asuka nabunken.ip/1/
ezwebtt   http://asuka.nabunken ip/ez/

Fax 0742-30-6730
Fax 0742-30-6750

飛 鳥 ・ 藤 原 地 区
Asuka/Fuilwara Area


